
会 議 結 果

会議名 ２０１０年度 第２回石川県トライアスロン協会理事会

日 時 平成２２年８月２９日（日） 会 場 いしかわ総合スポー
１８：００～２０：００ ツセンター

第３会議室

１０名 堀野、中山、冨木、南、坂井田、島元、上野谷、蒲池、山口、道下出席者

【内容】
１．国体について

( ) 千葉国体トライアスロン競技 開催日：平成２２年１０月３日（日）1
( ) 選手 ４名2

成年男子 代表選手 北方則康 予備選手 木下洋輔
成年女子 代表選手 杉本梨恵子 予備選手 松本寿美江

( ) ユニフォーム3
、 、 、激励会 結団式等に着用するユニフォームは 前年度に購入したものを使用し

今年度は購入しない （選手は了解済み）。
( ) レースウエア4

石川県の名前入りレースウエア（２５，０００円程度）をつくり、選手は半額
を負担し、残りは協会が負担する。

( ) 旅費5
・ 大会前日（１０月２日）の１０時からスイム公開練習があるため、１０月１日

から１０月４日までの３泊４日とする。
・ 選手４名、監督（堀野）１名、協会（中山）１名の計６名で、チームとして一

体行動する （選手登録は大会前日）。
・ チームの移動はレンタカー（１台）を使用し、バイクも運ぶ。
・ 交通費は３名分（選手２名、監督１名）が県体協から支給され、残金は協会が

負担する （但し、宿泊は自費）。

２．日本選手権について
( ) 開催日 １０月１７日1

開催地 東京お台場
( )選手派遣について（費用）2

・ 北陸ブロック枠で出場する石川県の出場者には、激励金として協会から
１５，０００円を支給する （参加費２０，０００円／人は個人負担）。

３．会費徴収について
( )現状1

・ 今年度は、２３５名が会費を納入し、昨年度より１２名増。
・ 会費の徴収期間は、運営上、１月末から３月末までとしたいが、７月の七尾ト

ライアスロン大会までかかっている。
・ 団体登録会員の徴収が遅い。

( )対応2
・ 団体登録会員は、早めに団体から一括し納入してもらうようにする。
・ 七尾トライアスロン大会への参加や雑誌の配布以外にも、協会加入のメリット

がある事業計画を考える。
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４．今後の方針について
・ 今年度は、６月に第１回の記録会を開催したが、初心者歓迎で、練習方法等も

アドバイスする第２回記録会を１０月～１１月に開催する。
、 、 、 、 、但し バイクは警察等との協議が必要となり また 危険が伴うため スイム

ランの２種目とする。
・ 来年度に向けて選手強化委員会で事業計画を立案する。

５．県体の実現について
・ 協会がある市町は、加賀市、珠洲市の２市のみであり、また、県内では七尾ト

ライアスロン大会等もあることから、現状では必要性がない。

６．審判講習会について
・ 今年度の講習会は、平成２３年２月２７日に開催する。
・ 講習会では、救命救急の講習も検討する。

７．小松鉄人レースについて
・ 別の大会が重なったことなどにより、昨年よりもエントリー数が少ない。
・ 協会からは審判をできるだけ出してほしい （要望）。

８． 社員総会報告JTU
・ 開催日：６月１９日（土）
・ 決算報告等・・・予算規模３億円弱
・ 会員数 １１，５５８人
・ 今後は、スイム７５０ｍ、バイク２０ｋｍ、ラン５ｋｍショートの大会も開催

し、トライアスロンの底辺拡大を進める方針。
・ 新たにデュアスロンの委員会を設置。
・ 選手強化など

９．体協評議員会報告
・ 決算、事業報告等

１０．選手強化委員会報告
・ 第１回記録会を開催（６月２０日）

参加者 １０名
スイム５００ｍ（いしかわ総合スポーツセンター）
ラン５０００ｍ（陸上競技場サブグランド）

・ １０月～１１月に第２回記録会を開催予定。
・ 来年度の事業計画を立案していく。

１１．次回（第３回）の理事会日程について
・ 開催日：１２月４日（土）
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